
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ストレッチャー用抑制帯 

#SVT3710 取扱説明書 

使用前に必ずお読み下さい！ 

抑制帯の取付け 

抑制帯を出しストレッチャーに拡げます。ストレッチャーに固定するための 

バックル付ストラップ（頭頂・胸・腹・足横・足先端）をしっかりと固定します 

バックルを固定した後ストラップを

しっかり締める 

※上図は頭頂部マットレス下のボ

トム穴にストラップを通して固定 

※上図は足先端部のストラ

ップを金属バーに固定 

胸部位置にある両側のストラッ

プをストレッチャー下で固定 

腹部位置にある両側のストラ

ップをストレッチャー下で固定 

足首横にある両側のストラップを

ストレッチャー下で固定 

※ストレッチャー下でバックルを

ロックしストラップをしっかり締め

ます 

※現在は表面が黒色に変更になっております 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

患者への装着 
A B 

C 

腹部にある抑制ストラップのバックルを解除しておきます 

手首抑制帯と付属抑制ストラップのマジックテープを剥がしておきます 

同様に足首抑制帯のマジックテープも剥がしておきます 

患者さんをストレッチャー用抑制帯の

上に寝かせます 
手首抑制帯を装着します。上図のように

３層構造になっており、重ね合わせます 

手首帯付属の左右を固定するベルトの片端をバックルに通し、折り返して通してからしっかり締めます 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足首抑制帯を装着します。 

手首同様３層構造になっています 

（手首帯欄参照） 

 

胸部抑制ストラップのバックルをロックします 

胸部抑制ストラップは体格により固定方法が若干異なります 

160cm以上の体格 

 

160cm 以下の体格では上図↑のルー

プ（赤ラベル）にストラップを通して固定 

150cm 以下の体格では上図↑の

ループ（青ラベル）にストラップを

通して固定また、足首帯の位置に

合わせて本体の一部をたたみ、

長さを調節することも可能です 

バックルをロックした後ストラップを引っ張り確実な固定にします 
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【警告事項 注意全般】 

1. 抑制帯は病院・施設で医療法や精神保健法、その他の法令等に従った上で医師などの権限・監督下において必要と

判断された場合に患者／入所者に安全対策の一つの手段として使用されるべきものです。目的以外の用途で使用

しないでください。 

2. 抑制帯は病院・施設での患者のストレッチャー移動時の安全対策補助を目的とするものであり、健康被害の防止、生

命救済、生命維持を保証するものではありません。 

3. 各施設で使用上の基準やガイドラインを作成して慎重、安全に使用してください。 

4. この製品は医師・看護師が常駐する病院・施設に限り使用できます。抑制ができる法的条件を満たし、必要な手順を

整えてから使用してください。 

5. 個人の在宅での使用はできません。 

6. 取り扱いに際して十分に使用方法を習得し熟練した医師・看護師が使用してください。 

7. 抑制帯使用中は安全管理を徹底し、患者の異変・異常を認めた場合、また製品の装着に問題が有る場合は使用を

中止してください。 

 

【警告事項 使用前の注意】 

8. 使用前に必ず製品の点検・確認を行ってください。製品の生地の痛み、付属ベルト・バックルなど品質上の異常がみ

られる場合には直ちに使用を中止してください。 

9. 人工肛門・胸部疾患（心臓・肺）があり固定ベルト装着に問題がある患者には使用しないでください。 

10. 四肢に脱臼・骨折・創傷があり固定ベルト装着に問題がある患者には使用しないでください。 

11. 著しく攻撃的・凶暴性の患者で抑制帯装着による 2次的なトラブルが予想される場合には使用しないでください。 

12. 抑制帯使用者は上向き以外での使用はできません。 

13. ストレッチャー以外での使用はできません。 

 

14. 【警告事項 取り付け時の注意】 

15. 締め過ぎによる呼吸・循環を妨げる固定はしないでください。 

16. 抑制帯の固定ストラップ/ベルトは、ストレッチャーのフレームにしっかりと固定してください。 

17. 帯各部の緩みをチェックしてください。緩みがあると帯からのすり抜け、ストレッチャーから転落の危険が高まります。 

18. 本製品使用により患者の動揺・不適切な行動など異常がある場合は使用を中止し適切な方法に変更してください。 

19. 安全帯は耐火性ではありません。炎に近づけないでください。 

輸入発売元： 
株式会社メディカルプロジェクト 

Tel : 054-252-1141 

スライドの際の持ち手が両側に８カ所あります ストレッチャーに固定しているストラップの固

定をすべて解除します 

両側二人ずつ、しっかり持ち手を持って移動させます 

＜洗濯方法＞ 

●手洗い （ぬるま湯） ●除菌クリーナー 

×洗濯機不可 ×乾燥機不可 

×アイロン不可、×漂白剤不可 


